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「プ ラ ジ ス に お け • る マ ル ク ス 主 義 め 導 入 J

を め ぐ る ゼ ヴ y エ ス と ド ヤ ン ジ ：n  ( - )

野 ’ 地 洋 行

(»)

f■フラシネにおけるマルクシズムの浸透にろん、てめ,

クラシス語の專門唐ほ1 冊 t かない。それはァレクサ 

ソドル，ゼ ヴ プ ゴ ス ね 7年の本で$ >り，20年以上ナこ 

って、、る。と 本 <b, 十の章と付録とが有効にきり開 

ぃた値域は，これが他方で広く引用さH ているとぃう 

事实Kiよって証明され' いる。だが, 時ニ代がとれを過 

去のものとしたというととのはかにも, この木はとめ 

著者の他の養貪と同じ欠陥，同じ誤りをもっている。 

その上，その成果は文献資料的にはほとんど, 1 9 6頁 

の構成をもった，たお 1 冊支えられており , とり 

わけ，明らかになっていることほ''POi^dPiU'ti Ouvrier 

Fran^aisフランス'ガ•働あ兌:） 指導者たちを介して，第

ニン共和国のもとでのゲド派の強い影縛をうけでいる
(1) , ' ， ：. . . . .  - 

ことでもる」

これは1969年にモムリス♦ ドマンジュがその-裁 「フ 

ランスにおけるサル々义主義わ襟入J のぼ文セ述ぺて 

いる言葉である。 したがって, わK われダ、フラシスに 

おける'^ ルク '：̂ス，ム成立というチマを研究するさ 

い，このゼヴr エスの， ドマツジ;C と殆ど同題の費書 

(Alexandre Z6vate: Do l*Introductlon du Marxisme en 

Prance. Marcel RiviSre, 1947, P a r i s )の梭計を .も;っ.ては 

じめることは当をえたことで'あろう‘。上に弓I用したド 

マンジ》め言葉からもうかがえるよう’に,-.ゼヴァエズ 

の::̂ :作には，多くの欠略, 問題点，不統一があり，そ

め点はしぱしぱ研究者によゥて指摘されていろ。そし 

て彼自ti*がゲンド派に属したことによって，歴史<6静 

価や , . : ルグ义主義チぶももめに対するf e釈が一定( o m  

向をも力ことも最初に域に入れておかねぱならないこ 

とである。だが, そわj c もがか;b らず，こ 本 が ,資  

料的にきゎあて豊かナ ：̂ま東 '1?とり,高も械値をもつも 

めであ ;^どとはいぜん確認:されるづきことである。 ;

この箸作は， ブラシ>；人からみたプルクスである。, 

ジュ>7̂ ル.'*ゲート*.Jules'duesde自身がそうであったよ 

うに,われわれはとめ本から， フランス人がマルクス 

主義をう入れみ：1令く _ £セの葛藤をよみとること.がで 

きる。 プル一ドンやプランキが支f c したフランス, ，]^  

命り伝統の誇り高いクラシス , 革命の塵地'，バリ人の 

誇り. , 社-会主義のIE辦 の 説 ,...その‘.ララン..スX が， ド 

: ィッK づルク ス の学説をうけ ;て行くその葛藤そ  

と力、らよみとれる。それが ,' この著作を, マノレタ'ジズ 

ムf>>プラン太に浸透して行くなまなまし、過程をのも 

めとしで，生お f c るものとしているといえよう。箸者

ゼケァエス自身もまたその洗礼をうけすこもめザあち 

う。それは，與教挺の :中に•浸券して ' /、くキリスト教fc  

ついその，改家し )^異i c 徒の目での叙ホともい免よ ’う。 

生まれた時力、ら正統を前提としていた人間たちは,-異 

教との敏いを知らないがらレ’ したがっ.てそ.れが，'う,け入 

れられるさいに何を与えたか，あるいはその為tこ何を 

捨てさせたかついて知ることがない。

マルクスの思想形成の過程は, さ然のことな力，、ら,

ルクスの思想が，V、かに各国の思想や運動の中に浸

.注（1 ) Maurice Dommanget: ' Llntroduction du Marxisme eh France, Edition Recontre, 1969, Lausanne, p . 11.
( 2 ) たとえぱボッチイジエリはこういっている, （ラファルグ<D研?^に関して）rもっともゆたかな資料源はゼヴァエスで 

もる。だが, 同一のH腐?実に対して彼がみとめる関係や，彼が述べる意見力;どんなキまってじまうかを知るにはそのニ 

つの着作影法師とシルエット』《バリ，I928年》と; fフランスに: けるマルクス主義の導入についてJ 《バリ，1947 
年》とを比ぺてみれぱ十分.であ■る。. それゆえMの情報はきわめT 注意を要するJ も《111<3.：86は1ぎ61,11シ,.11̂ 1‘シ11(；11011，か10* 
"Friedrich Ehgela, Paul et Laura Lefargue, Gorrespondence." tonie pi-eittler, 1956, Paris, p.' X I V . ， .. '
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フランスにおけるマルクス主義め導入j をめ々 タゼグyitスとト*>̂ ン'：>乂 B

參し .ごいぅたか, とは，別の視点から考察されるべき 

問題である4 だが, 確☆ :されたマルクス0 思想体系を 

あらかじめぼ辨とみる立場は, ャルクスめ思想?#成の 

:過程を★ のまま'^ ルクシズムめ★ 配?^成の過程，桌教 

克服<??過程と本なしやすV V をのようなみ力、おはレ思 

想 *?)浸透過稱, 諸思想の闘争'過程を考察の外に置くと 

とi c よ力て, その社会の現実性や個挫，鹿史的性格,

:特殊性をも，同時に考察の外におくことになるであ;5

/ 5 .  . . . : . '  . . . . . . . : -

構成タタぎのようなっている。 : ，

-第 -^享 マ ル ク ;^主義べの-^臀

ルクス以前め社会至義一~ ■弁証法的唯物論 

— 史的唯物翁-— 空想社会主義と科学的社会生

...::參 ..：. . ' -. ’.，

:第Z：章 プ ラ ン X におみるプル々：7、 ‘ .

1 8 4 3年ウ最 : の 海 在 一 第 2 の?^在 (1848-49) ' 

一' * 4 が9年の秘密のパリ訪間一アルジャントウ

イユでのマルクス .

，第三享 <哲学の貧® 〉からく資本論〉へ ’ -

マルクスとプルードンユーく共産党宣言〉一  

〈資本識〉のフランス語訳； 版 と 配 本 .

:第 四 享 ル ク ス と パ リ ‘ :i ミュー:

インターナシ 3 ナル幹事会宣言■'—  a ミュ-"ヌ 

ただ 一K のマルクス主義者 , . レオ.フランケル 

— ロンドンセのコミ一ヌ被迫放者たち,その 

ブ ル ク ス と の 関 係 ：• . ; :

缴 ぜ 章 プルクス主 義 "独栽者，’:たち

パリでのヴァン ‘ エトクガム一— ~ ト ク ル '"^X 

■̂ 、のタントレー '^ ユ■"'*：■" ~ ト " ル ^ のま5半!!一- 

シュフ連合ぺのジュ一ル ’ ケ̂ー トの手紙"— イ V 

タュナショナノレ内での紛争 '

:第六拿 ネ シール ‘ ゲニドのマルク;^主義盒法

カール ♦.マルク乂対■ジ ;t / —ノ レ .ゲ ド 一 そ の  

プラV ス播国一■— マルジスへのゲドめ手紙 "̂'— ‘

. r平等J 紙の刊行■ニマル *^ — れ★会の諸決議

   P V h V でのシュ—ル.• ケードr- ^ツプン

労働者党お領り仕上げ-— ルーペ大会め諸決議 

籍七章マノレクス主義の浸透に対する反動

述合滅対プルクシスト一~ ^ ポシピ!)スト对マル 

クシ; ^ ト~~4•プノす、レ' ロンとガプリエル.ドク

. . '-iヴ'ィ. ル の 争 ':，:..，. ....'プ；t  .リ.,.クス，ピア,.フロト

. シュー/レ. ..ヴデ.レ' - め態度T~~-  V*—.ド.とヴァレ*** 

第/、章プルタスお義の勝利  ■，

■ ポシピリスト分派の解体一^ ラブ7* ノレグとゲ"

ド<D選举ー^ 議会でのプルクス主義一一*プランキ 

主義とマルクス主義との結合—— .社会生義老統 

- の爽現

第九章 . 修正主義り企て

..ジ g ■— と観金的史観----；•ポール♦ ラププル

ダの0 答た一本命的力‘法であってドグマではない , 

结十章 ’ ゴルク ;<の フ ラ ン ; ^ 語 訳 -

「共塵党宣言J の最初の翻訳—— 「資本論J の要 

約 一 全 集 の 訳

. . . . 結，.‘.論 ' : - . : . .'レ/  ; . - ： ベ ■ -ふ'：-.， " -

付 廣 /  ■■

I ，フランスにおけるスル> ス主義史の主鹿印-ま . 

n アムステルダムにおける国際社会主義会議の

決議 ，，. ， '

m ，力;献

IV : きI用された人名cp索引
. . . . .-:，，. .’ ノ’ ... ' ■ ： : : . : . . . :,

第—章♦もマル夕ス生義 !，こ関する，ホ兆的な,そし 

ていささか通俗的な解説である。もれはめ著者自 

がゲード’派の領袖であそことと， £  本が出版された 

1047年という時代を考えて読まれるべきものであろう。 

むしろと<0要!^ なV、し解説の中に，マルクス主義のゲ 

一ド派的理解め図式:をよみとるれきそ;あろう。 ， 

第二享。若き, 無名めルクスが , バリめ滞め-:した， 

ということは, ルクス主義が？ラ. ンスに拡まった,

という£  k  "i?は, なW タルタスを主人公にして歴史 

をみるぱあい,この至揮当然なととが死角に入りやす 

V v だがブランス人を主人么に•したぱあいには,そう 

いう' 0 覚はなくなる。 フ9 .ンス5*iの中に， "マルクス 

主義’，が入ろ,,て < る時期i t , マルク；?•が, つ‘ランスに. 

伊んだ時期どは別なものであるレこの章では，マルグ 

スの四度に1 ：るプラシス滞在が，まとめてのべられて 

いる。マルクスの生涯，そめ思想形成め過程が，ソラ 

ンスK：おけるマルクス主義め谱及過[鞋でない以上，そ 

うせざるもえないであろう。

第さ-章。マルクス主義がッランスに普及したのは, 

々ルクス© 箸作f c よってではない，とはじめに著;！;すよ 

いう。この章のさ、ごではつぎのようにベられてい 

る。 r したがゥて， 直接ソランス語で書かれたもので 

あろうと， 翻訳されたものであろうと一 <̂哲学9 贫 

函> や .く宣言!>，.や .く資本論〉..，が問週なのだが-マル

67(479)
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-，「三田学全藉誌/ 68巻 5 号 （! 97碑 5 月)

クスの学説が舉あ/にプラシスに浸透1>ためは,彼の箸 

作によぅてでけまっだ：くない。」 (p. 4 2 ) なぜ; ^ ら，と 

れらの諸着作ほ, フラシ3<̂人 <̂ )お {̂こ何の皮]おもよぴお 

こさなかっだからである:箸者れら三つの箸作の 

一- つにっいて述べている。 r哲学の貧困J ほ 1846 

年から I8 4 7年の冬にプリュジセルポ、かかれ, 1 8 4 7年 

にパリとプリュッセルで出版されたが， ドシに 

対 す る 「ャルタチの反^ ほ注意をひくごとな< 終り， 

だれもそれに気をとめなVも：j U  35) 

r宣言j / 六月の労働者蜂起の少し前， f宣言J ©プ  

ランス語版がパリで出版されたらしい。だが,こめ版 

の足棘を見出すことはまった< セぎな\/\だれもそれ 

が何部出されたのかもしらない。はらきりしているこ 

とは，をれがまもなく見出されな-くならた，というこ 

..とだけであ0 , ドBibliothfeque N ati6n aleにもない。..，'反動 

政府の彈ぼが :「宣言J を政治的に消U 去っすこだけでit 

ない。著者はいっている, 「ヴァンデルヴi ルデが'み 

とめたように，く宣言ンはまずく見落をされ'，< 1 8 7 1 ¥

までは, ほとんど, 文献学的な好ま心’しかかきおこす 

ことがない>j {p. 37)

「資本論」にっぃてはどうだろう力、 ゼめ部分ほ 

だ:近，フランス語版が問題になをこと乂，、多ぃだけに, 

やや忠実に紹介してみよう。資本論（第二巻y が出たの 

はいうま't ?もなく，1お67牟 7 月ンド'シにおいてヤあ 

る„ ，フランスにおいでは公衆に非常fc法目されると 

ぃうことはなかったが,着千の学者め間ヤ注意をひぃ 

た。 ォ ギ ュ ス ト . コントの学説め機お紙，『実HE哲， 

学J は, それが形而上学的な政治释済学をっくりあげ, 

未来のため0 処方敦をっくりあげる代りit, 批判的分 

祈に甘んじてぃる, とぃうまことに奇妙な非難をえ ., 

ている。J 反対•に， モリナ！) やキーリス•プロック力5 

主宰する "Jouniね des Economists**ゆ, ' ’マル夕’％力;分 

析的方法に頼ゥたとみて, っぎのように,っけ加免る。 

化の箸作によってマルクダ、氏は,もっとも卓越した 

分析的精神に仲間入りしてぃる。J 

資本論刊行のそ年 K 1 ,フランス語訳が考えられた。 

卞リ ー ♦ ルクリゴ:とドイク社会主義者や'"Tゼス.ぺス 

とがその任に当るということであクたが， こ0 計圃 

は突現しなV>V マルクスは.シャノレ‘ル. ♦ ケ.ラ' - Charles 

K ello rなる人物を翻訳者としてみいだし,被は美際箸 

作の最初の何章かをHfilしたが，I 869年その仕まを中断 

する。，ヶラ- '  との交渉はニ, 兰年の間っづぃた。少な 

くともラー訳の—部力*⑧刷して姻されナこが,らいで 

その校正刷りは破まされたぃケラ- * はインターナシg .

ナルのメンバーであらi d K 187^ > < ク  ー &シ 派 風  

C , ャノレダスと対立している。 £ めともが計® きK .

宇をらけられた翻訳をかれが放翁した紐由で、あろう 

力、々 とゼヴァュスは述べている。（P. 38)

マ1S71年にマルクフ、は資本骑の仏訳のf cめの山版元を 

みいおす。 これがモーリス . ラシキートルホもり,

「他ガでい 1わ2 ギ 1 月, 桐 1^者がまれる。ネれ力; ジa

ゼラ，P ウで'あり, マルクスの女廣シV ルノレ* ロンゲ 

fc•よってャルタX に推薦された人物である。すでに 

ワはフォイェルバッハを翻訳L ており,ナランス語と 

ドイッ語とを完全{■ご. 自 分 も め K し て 、プV；。チンゲル 

ス力、らヴィルベルん..リープクネヒトにあてられた 

1S72年 2 月1 5日付の李紙が，プ ラ ン ス 語 関 ♦る 契  

W K ラシャートルとすルク>•力; ともに署名したは : 

との> 日付でみることぶ示しているよJ (P. 38)

プランス語版べめ序# および'後S によ力セ，すでに 

よく知られていることであるが，プルクスはロ力‘ゎフ 

ラ、ン ス 語 を i /jあから終りまやみなぉし，修JEを加え 

るととを企てた。1872年 5 月クS日，かれはダニェルソ 

'ンに書いてV.、る。. 『フラy*ス語版-一^ フォイルパ..ッ 

ハ翻訳者ロワにようてなされた—— は二つの言葉を

完全にものにした入物の仕事ではあるけれども, X X  V  

はしばしは‘余りIこも冗長に翻訳した。それゆえ，私は 

、スランスの一般繞者に近づきやすぐするため，いくつ- 

かの享全体をフランス語でかき さざる をえないどと 

になった。4 (p. 40)

とうしてェンゲルスとの問の手紙が力ミしているよう 

に, マルク；̂̂*は大変な労カを自分^ 課す。フ ラ ス 語  

版は,分冊の形式で出版さわ>るととになヵオこが, 1872-  

年 5 月のはじめ，最树の3 分冊め初校を印刷に送i 。

7 月， 2 校。187；2年 8 月に出版同年 11月,★ジグス

マ.ォ ' - ドのF1ンゲ方fc数日おもむき, ; いくつがの;g のし 

翻訳につレ、て相談する。I 873年 6 月からク月にかけて 

第 7 分 fn}の修正, そして病気の為, 数 ;月 の 断 が  

，ったが, 最 後 8 分P に奄るi g , 修正を加えた。

年 5 月に出た第一*4 の最終分冊を,ャルクスの読者へ 

© 助言をふべ.んでいた。 _

プタシス館版序文として用V、られている有名な1875- 

年 4 月2 8 日めラシャートルあての手紙のはかにも，著 

者..ゼヴプ.•xclスゆ,...V、くつかの手紙をひ\/、て ,:...も.，、か. .. 

ルクスがララシス語訳力をそだかを論誠しでい 

る。1874年セ月1 2日付ラシャ ト/レ宛の手粗り中で,

マルクスはねクのチキストを最初がら終りまで，手を. 

入れなけれぱならなかづたととををしズいる。同年力,

68(«)
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«■フランスにおけるマルクス主義め導入J をめぐるゼヴァエスとドマンジょ0

月 4 日の別の手紙り中で,かれはゾルゲらフラシズ 

駅の修IEは, 実際には完全なかきかえに等しい,と書 

いている。1875年 1 月2 0 日付，オシペシハイム宛の手 

滅て，ほホのようにかかれている。 『私はプラン•^譜訳 

、の中Vこ多くの変更を与え, そこに,特 ぐ̂最後め部分に, 

タくのことをつけ加えた。J (も 41)

こうして資本論のプランス語版が世に出る。よく知 

られているネうに; それは々ルクス i 身によr>て,； 

腐著から独立した学問的 (|Di値をもつもQ でありi ド 

ィッ語に親しんでい,る読者からさえ参照されるべきも 

りであるJ (f cとがき) と述べられだものであった。 ゼ 

ヴァょこスにi i t i i , す最初の分描は, ラ:シャートル宛,

:1容72年 3 月 1 3日付の手紙を序文の形で前に置き, 1872 

年 8 月に出, 1万部の印刷ゃあった。J •■翻 IRの発行は 

3 年の期間5：こ宜ってつづく J , だ が ,「それはほとんど 

世人に知られることなぐ終っすこ。J (P. ‘ 41) とゼヴァょ 

.スは述ぺている。 ■

分捕発行と、う苦心の形式も, 世人は小などによ 

力てすやに訓れており，何よりも1 8 7 1年以来（パリ，

コ.，ミ ' - ヌ.の年) ，，'それをI買いそう'，な社会主義者.たちは 

.追放され，抑庄され, I ちりぢりに■なっていたからでも 

り》’ラランスは「道徳的秩序の体制J の下にあゥたか 

‘らである。編集者の顿近の申にも，多分，警察と共謀 

じて, ：発行を妨げょうとつとめる'人物さえいお。資本 

論を編策した書房でさえ,まに現れる買手に分冊を 

売ることが拒まれた。 それは2 5 年 以 上 あ と レ POF  

, (Parti Ouvrier F ran g ais)がマルク乂め名をプラ'メスに 

■ ^らせはじめた時になぅて，ぼじめて壳り切れたのセ 

あたレ ^血 の ミュ^ ヌの翌年のフランおでは,資本 

は広く読まれることなく終づたのである。 ■

律四享。それでは々ルクス主義がァラシスに浸透し 

たのはパリ * コミューヌの運動 , ま'たはギこでの人物 

^̂ 1よりてだろうか . これがとの享のチ—マである。

. ャルタスはフランスの労働者運動や革命的運動を特 

:に法意して検討し研究していた。その成果には「プラ 

ンスの階級闘争」と，「ルイ.ボナバルトのプリュメ - -  

ル1さ日J がもる。. 第 2 帝政の終り頃,彼は多くの鬪土 

'たち .と文通し'て’' /、ナこ。Lafargue, Serraillier, Varlin, L66 

F r a n k e lf i：どがプルクスK パ 'リ労働者' 0 行動や組織 

について情報を知らせてV、た。みずからも, 18ゆ^|^に 

は内密にパリに1 週間をすごし, つぶさに世情,政情

を観察し，普仏戦争をず覓した。

1870年 9 月 4 日め革命め数ロ以後，インタニナシg 

^^ルの幹尊 会̂ 宣 言 （9 月9 日付)一 一 ルクスがすべて 

起草した- ^ は, ' ドィツ社会主義労働者に， 「ソラン 

スに■名誉友)る平和とプランス共和国の嚴認J を政府に 

离ポするようよびかけ,他方ではフランス労働者に慎 

重さをまめた。. i  く知られたことだが，，，:マルクスは条 

件が朱成熟であるという理由でパリの蜂起に反対しで 

いたギ,■；かとたぴ峰起が起きるやただちにこれを支 

し, 幾百通もの手抵をかシて支持を世界に求めたので'. 

ちらた。1871年 5 月1 3日, 'カレクスは二人のコミュー 

ヌ闘士, ヴァルラV とプランケルに手紙を書いている。 

コミュ は 1 週間め超人的な努力の後， 5 J ] 2 8日息 

絶 え た 5 月3 0日にすでにマルクスは，インク一 ナシ 

3 ナか幹事会会議で, 宣言こついての講演をしている。. 

そと't jかれはコミューヌ0 経驗を分析し,これに次の 

ようぶ題をつけたみ「1871年におけるフランスの内?1し。

ゼ ヴア エ ス は マ ルクス■とパ リ . ヨミュ i^， の■^迪の 

か力、わりをこのよ〉に述べてからつぎのようにI/、う。 

r このようにマ ル クスが， かの -X ，み‘へのきざはしを試 

,みたタイタンたもに,輝かしぐも路勘的な敬意を払っ 

たとしても，また, £ のタンタンたちがそのjfirをもゥ 

てかき上げた叙事詩をルクスがはめたたえたとして 

も, そめととは, 卞ノレクスがa 分ぱI身で，あるいはマ 

ルクス主義力V バ リの革命に対して何らかの影#をも 

づていたこどになるだろう力\ 全然そうではない。，

(p. 4 9 ) .コ ミューヌは1 2 人はどのプランキスト，それ 

に プル■ -ドン主義者とヴy .ルラン,1' ロンゲ，その他),旧 

ジャr»バンIf( の:^ 月本4 党員，その他様々な斌向の 

命家たちからなり; その大多数はルクスの名前さえ 

知らな力、った。 ゼヴアゴスはいう。 rTf/役所政府は,- 

ただ 1 人のマルクX 主義者を数えるのみである。プル 

クスとマルクス主義を知っている1 人のマルクス主義 

者，それはレオ，フランケルであるJ と。

ンガリヤ系のインターナシ3 ナルのメンメタ，みズ、も 

% 宝石職人であるドす* フランケルは，パリ13区か 

らホ役所へ選出.されたC コミューヌはかれにく労働. 

産業 . 交換〉養員会め委員を委嘱V ' h。フランケルは 

ザルクス:Iこ手紙をかいズいる。. , ，

r夷現すべき社会改箱^についてのあなたの御意見は, 

私*おちめ委具会のメンバ.テにとって'さわめて資愤なも 

0 となりましょうJ r も し な た 何 ら か の 助 言 と  

いう形で私を援助する贫になって下されば，私は人変 

嬉しいめやす。それは，今の’ところ，私はいわばたゥ
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yy ■ド;y»;：; i,,,,リ; フご，,レq y j ■みアエ•て ジ ぐ し は 'パ^

r三m学会雑誌J' 68卷. 5 号 (197禅 5 月):

た 1 人 {3：っちで，私が国民労働部門にうけ入れさをた 

ぃと:考えているすべての改革の責任を, 自分]:人の肩 

に背:fみ 、込んでいるからな:のです。J マルクスはすぐ 

に，さし当って可能な社会的方策を実施して, ズVIレ 

タリアがロすュヌの運命ね Ij害をもつようにするこ 

.，とをすすめた。. プラ.ンヶ/ レほ"^りおめ'のぺス，トをつく， 

した。だが, バ ！) の労働者ほ, まだ職人，小生産者が 

中心となっていたので，マルクスの:5 ? ° .レタDアをひ 

き入れるような改革を, とぃう助言は，小生者たち 

の反撥を買うおそれがあるためむつかしく,実を結ぱ 

な労働委員会のプログラムは,今日読むとかなり 

ぱやけたもめにみえる。それは行動と実現めプログラ 

ムではなく, むしろ研究と準備をよびかけるプP■グラ 

ムでしかない。マルクス主義を実現する条件が,コミ 

ューヌの中には, まだ, ない。ゼヴテエスは結論する。 

r ：i ミュ ヌに对する， そのメンバーに対する， かれ 

らの© 励をミ射' る， ルクスの影費はそれゆえ殆<?:*無 

であるJ (p. 52) t o

では， ルクスめ影響は, . a ミュ一ヌの闘士たちが 

ロンドンへ亡命した後に生まれたであろうが。イギリ 

スに逃れた多くの追放者のキ•，何人か（ブランキiC ト〉

は r ラ * ミュー: 5?J とぃう秘密結社に集り,他の河 

人かはインターナシg ナルを通じてマ/レクネめ名を知 

り，彼の没割を知って交友関係を結び, . しぱらくの間， 

波をしぱしぱ訪れさえした。だがこの関係はきわめて 

炬く，迫故され,亡命したパリ人たちに対しマルク 

スはかなり厳しい評価を下して、、る。1874年 4 月 4 日 

付ュン.ゲルス宛のチ紙でマルクスはかいている。 （"ハ 

'一グの大会で, 私たちとともに，共有の大義をつくり 

上げた何人か0 フランス人た'^ は, そ れ 以 来 ,は ん  

どみな力ナイユ（ルン'ぺンy であることを示'じた。，.そし 

てとくにル* ,ム シ 氏 は … ‘*..丄 (p. 53) 0 マ)レクス夫， 

，人も，エK ゲルスも同様でる《ユンゲルズはゾルゲ 

めの手紙でかいでいる。 *■すべてのフランス亡命者は 

気が淑倒してしまゥている。かれらはお互いの問でも， 

みんなを相手にしても，まったく個人的な問題で，ま 

たしぱしtギ金の問題で，ぃぃ# ぃ合ら'ている。私たち 

はぃまや彼らに，はとんどうんざりしきっている。戦 

i H v つぎにコミューヌ中, そして亡命中9 怠惰な生 

ぱが， こめ人たちをすっかり駄目にしてしまったレJ 

この判断ほきびしすぎるが理由がないわけでは/ぶい。 

事のなり行きで本命連動に投げ込まれた人々が，明後 

な思想とffll論 'をもっていな、のは在走できなレ、事実な， 

のだから, とゼヴデは; 述べている，

1S80年の大赦までイギDス|€亡命しズいナミ i  —  

ヌのメ 'ノバ一の中で, 々ル々; と友iff的や変らぬ関儀- 

を保ら たのはシャルル • piンゲ* * ^ 1 8 7 3年にマルグス 

の長女と結膨した■■•マと* アみレ*ヴァイヤゾ 

ー イ •★大学でをの学問を仕上け, キルク;^*ユゾ 

ゲルスがともにその盲料辞典知識と，その本命的感 

性を高く評価し'^ V、る-T— と，.，インタ一ナ;'ンa ナルの-. 

古い闘士, アルぺ一ル ‘ チースの3 人だけであった。 

だが, クランスに帰国したのち, この3 人のうちの誰 

も, 固有の意味でのャルクス理論の宣jS iC賞軟したも 

のはいながっため' ある。ヴデイヤ^ は, 1 881年 7 月- 

プラソキの思想と伝統をっいザ「中央革命養貴会_^を 

組縛^したし, t i ンわょ r正參j 紙の||集者と'して,デ 

—スはロシ.ュ:.ク ォ ル の rin transigbailt紙め編集者と 

してともに「共和社会主義同盟！の設立に参加した。 

この同盟はデ— ドやラフアルダのP O F と，0 まりプ'ラ 

シス‘マル夕ス车義者たちと論争を交えることになる 

だろう。 rそれゆえ， マルクシズムがプランスに浸透 

するのはコミュヌによらてでもないし，その戦士や 

亡命者め仲介によってでもないし,かれらの多少とも 

熱心なルクス訪問によづてでもないのである J (p. 

5 S ) とゼヴキスはこの章を結論づけるのである。’

一.：- ，-，. . ...... :.. - : ■ . , ■' I . . ツ：..'：J .，.

第 さ章。IS?2年 9 月 2 日からマ日にかけてめインタ 

ーナシg ナル，ハーグ大会の後, まだロンドンにお力、 

れていた協会の幹事会は; プランスの状況把IMに専念 

するとともに,そとでマルクス主義が弹い抵抗あち , 

ているレとを認めた。ジュラ連合や:f’ ラシチ; $ トが,

フランスを掘り崩L , フランスせ#事会を代まする 

S erra illierほ多くの地区;力、?p応答をうとづていなレん 

次の大会では多数派は向うへ^^ってしまうだろうと 

シゲルスは心配している。 3 ミユ一ミ後の弾圧の 

インターナシ 3 ナル組織は漠姊したが， 1；a ン, サ y  

チチェソヌ，マル七ーユfcは闘士が生き残った。だが 

それはバク一ゴン派が多かったのである。 、

アメリ力☆ 衆国H 移動したぱかりの幹事会は,いぜ 

んマルクスとをの友人の手中にあったが, 'フランスで,. 

その地方支部を組織し,マルタスめ厳響を浸透させる 

ために, 3 人の代表を指名じた6 Van.Hedaeghem <̂ (| , 

'名 Walter) をパ.リ'とパリ厲辺地区へ，Dentraygnes (gij 

名.タw a rm )をラ..ン.グド?/.:5*'地区へ,...LaroqUG ..'をボルト 

一地18:へ& '

この3 人のうち，ラr Jックについては言うはどのこ 

とは何もないン披は何もしなかったから。だが他の2
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人らもくて選択突親みており，インターナシぉ/ル 

首部はぷ人にや、、で何も正?i な情報をもってt 、なか 

ことが明:^かとなちた。第一の奢ほプランキスト 

的な若い学生であらたが, 1容ク3年 3 月 4 日，も"ヌ県 

栽判所セインタ^ンシ3 ナル加舉を禁じた法律逢客め 

かどでね訴ざれた。そ のさ、，彼は政府にぜしてまっ 

たく従順な態度をポしたにもかかわらず, タ年め殺:嶽 

と、【1 0 0 ブラめ前金， 5 年間のすべでめみ民権《c #  

止を免れ《なか•^た<̂ ■

Dentraygrie:は.，，...当時イ.ンターナシ 'き，ナル運動が盛 

んやあぅねト，ク一ルーズで活動したが, 參察の密告者 ’ 

スパイでもらたよう' もる。：専時トクール-^ズでは 

鬪士たちは「人民め眼J という全報をもち, ' デ i*■ポル 

i ル0 急進主ま的新聞「解放J がそめ運動の#及を助 

けてVやンだが力|j入者をふやすという口実 't v  Den- 

t r a y g n eは同志、の名前を警察に知らせてしまo たかこ 

«pととが, I 873年 3 月1 0 日 ,ト !> -•ル" ズ力り,お人 

にめぽる同志め告訳を網米した。

こ.とめ’重大さ’は, . " t H t i \  'イン夕,一ナシナル内部 

での* ルクスの指導に対する烈しい批牢IJをひき起し

たととにもみられる。やがてフランスにおけるノレク 

ス生義め指導者.,になるジ'ュール，..ダ **"ドもV .-当時亡命 

していたロ一マがら, / ，‘ジュラ連合会報，I へ手紙をか 

き, . そのりをぶゥつけている。とれはI 873年 4 月I 5 

日号に載せられ, その題名は " マルクス主義独裁官，’ .

いうはげし、、ものであった。ゼヴァどス{■tそめ全文 

を給介しているが, その一部を引用してみよう。

r トク一ルーズ载判から生ずるものは単にマルクス 

とインターナシ^ ナル幹事:会ゐ代理人の恥ずぺき役割 

にとどまらず, づルクスと幹ぎ会がその支持者でちる 

権威主義的組織め制度そめも(?)の告帝であを _̂。ノ、一 

グ大会で中央機関に▲ りに大きな権服が与えられたと 

こもにその原因がある。；「それぞの国で , 労働者に, 

無政府的Vこ, かれらの利書にもみとも合致するようイこ. 

みずか !^を組織せしめよ。そうすれぱ, グントレ-*ュ 

ュのよう:^蓮中はもう出ないだろうJ : 「諸支部,諸連 

合 め 自 治 イ ン タ ー ナ シ g ナルの精神であるだけで 

な，く , そ 安 全 't H f c るのだJ  (p ‘ 6 3 )

インタ-•ナシa ナル内部でf?)ブルクA 派と，バタ­

-  シを(^^'0とするアナ4 キスト被の対立を想起すれぱ, 

この手紙はゲードが当時(18?お̂扁〉バク一キンとアナ 

—ボズムに近かったことを示している，無政府,自治 

等の用語も7 ナーキズムめものであり，彼がプルクス 

の経済学に対してではないとしても，少なくともその

労働者組織や,政治的ガ策にろいでの考え方に反対し 

ていたととが判る。❖"一 ドは当時ポ-•ル.プルースめ 

友人セもあづだi..':.

これに対しマルクX はゲードに净心を加えず反撃し, 

^ ン^^ルス，ララァルグとともに75、、、たバ、夕 一^ン批 

判のパンプレタトの中で,ゲードを密告者とよんでい 

る。

すべてこれらのできごとや論争は1872年一74年頃を 

支配した無秩序と海乱广分裂を証言している。ハーグ 

大会以後, ルク.スま義とアナーキズムの对立を反映 

して, ，フランスでも労働者運動は二つに分裂した。一̂ 
派はバク— ユンと特すとそのスイス，イタリプ，スペイ 

ン，ブラシス* ミディ,づルギ一め一部の支持者にし 

だがい, 他のュ*派は, イギリス， ドイッ，合衆国の 

r純 粋 め ( とゼヴr んスは表瑰る）マルクス派《̂1したが 

*：>たのである' ‘

ぜヴプとスは, これらのできまPや分裂力V 力ランス 

ぺのマルグX 生まの導入何 .も利■ fるもめでは;なかゥ 

た, とこの享を結論づけ:^。では,どのようにしてマ 

ルクス主義はフランスに浸透したの力、。

四

第ホ享。1 8 7 7 ^ ,ディ.ゴ*一 ルはコミ: ユ ヌに対する 

苟烈な弹庄は, . 社会主義を放遂するととに成功した，

と信じた。だが, まさにその時に,新しい社会主義運 

動が起ったのである。を してそれが1 8 7 6 ^秋，亡命か 

M i 国したゲニドの偉事であろた。

力、れはすでにみや!とおり，はじめマルクス主義どこ 

ろセはなかった。1869年以来，キ'シズリェカ革命的急 

進主義のリ^権J 料の編集長をしていすこが,ゲ一ドは 

急進主義であり‘，政治的であって,社会主義者ではな 

力、ベたtpでもる。コミュラヌぺのま持も,プレタリ 

アゆ起や，階i 鬪争のためではなく，王制復古に脅か 

されていネ共和制を救うためでもぅた。そのため，コ 

ミュ‘ ヌ支持のかどで5 年の投獄を '/>い被され,スイ 

スへ亡命した。そこは， 'Vルクスとバク‘ムン派の 

争いのもっとも激しく，力、つ混乱:じ: 所であったが， 

ゲ ド は , はじめ偶然に•f'?クュシ派に接近した。ジ 

•コブスキーらと「本命的社会主義の宣伝と行動のセ 

クシオンJ をつくり, 1871年11月1 2日， ソンビリェで 

めジA ラ速合大会でとれを代表t ズ山席した。 ジャ 

ム〜ギg — ムらと共に，インタ一ナシg ナノ幹ホ:会の 

独栽的権力を批判し支部の 0 治を主張して，その生
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ぐ'=*•一み̂^  •ssr-も ''かiを二が  A s ム ニ グレ•iKC'iv;さ:お ，‘、こ jf^r<rn：?；7rs r:vu："' ，.，え，〜'>gな?

•'さ W学会⑩誌」68卷 5:号 (1975年 5 月:j

来の雄弁のゆえに重要な檢割を大会で果レた。:彼は大 

会書記に任命され, 幹事会批制の宣言書を起草した， 

当然のことながら，それはテナーキスト的性格を示し

ている。 . ，，，.，.つ':,..，. ：. ふ ' , 、.，..’ .，’. . ：..r に’ .

1872年 4 月3 0 日，'肋膜の ;̂ S；めジュネーヴから移った 

ロ r マで，ゲードは反マルタスの杀紙をジュコプスギ 

一にかぃてぃる。1873年 「社会主義教理間容論J をか 

く力;，これは形而上学的なものであった。，だが，ゲ―  

ドは少しずっ，バクーんンの影響と，形而上学とから 

脱却していく。ゲ一ドにそれをW 能にしたもP は》マ 

ルクス主義的觸向をもった闘★ たちとのね話と， P シ 

ヤのチ:^ルヌイシ：X；プスキーの有 名 な r何をなすぺき 

力、J によって，コミュ— ヌの社会的‘経済的性格を見 

ぬ < ようになったこ,とによる。ゲ><ドはとれらの道筋 

の中で, 唯物史観や階級闘争の観念をおぼろげにP 力、 

んだ。 1875年，イタリヤ語 で 「財産論J をかくぃこれ 

は1914ギにはじめて仏訳される力5,.そこでかれは私右 

財産の廃止と，集産ま義的見解を公けにし,集産的所 

有ないし， IまI治体的所有を主張しているぃ

バリに帰った時は (1れ6年) ，ゲドは完全に,かっ 

決;i f的に社会主義者であっナこ。だがかれはまだマルク 

スの箸作をよんでいず，この時にはすで、にフランス語 

に訳されてぃた資本論も知らな、。彼がそれを知った 

のはさらに1 5力月ないし 1 8力月の後.であった。ゲー 

ドは自分の努力でマルクシズムに近づき.やがて革命 

6$共産キ-義に到速するととなる。帰国以来，ゲ^ド 

は 日 「人権』紙に力していたが , 紙上, パリ'で 

行われるべき労働者会譲にっVな 論 l iたi r これが,力 

フエ一 ，スフレに集まるカルチュ ，ラタツの革命的な 

若者たちの注0 をひき,ダードと関係がやきるもとに 

なぅた。 その中にはガプリチル > ドクヴィルGabriel 

D eville,もいる。「人権」絶は政府の弹庄{ 1̂よらて発行 

停止となり，これにかえてゲト  1 t 「平等-J (L'Egalit^) 

の刊行を決簿した。これとそ,フランス最初のマルク 

ス主義的ほ向をもった機関紙でふ ^

./:.そのう'ちにゲ，一ドは,...フ.ラ.ン.ス亡命中の力' - ル，.，ヒ 

ルシュと知り合い， ヒルシュを道してぺ^^ヴ《ルゃ

W - リ-■プクネヒトが r平等J のドイツ通信員と‘なり， 

そ© 他, ペルギ-•，イタ 5)ヤ，スペインに！も通信員が 

できた。 r こうして， マラソス最初のマルクネ主ま新 

聞 『平等』 <̂ >迫跡が重要となる。フランタr プ》?レタ 

リアないし\ プダレタP.ア り 1) トのマルクチ主義 

的教言0 視点から, ' »■平等』紙がもっとも貴道な文献 

だからであるJ  (P .  78) -

厂レガリチJ 紙の第一<pシリr  X は I 8 7 7年 1 1月び日 

から1878年 7 月1 4 日号まで, およそ40号を発刊したギ, 

をの民衆への教育効果はかなりのものであった。だが, 

それほまか権力による弾の対照にもなり，その支配 

人，キミ一ル ，ダリ.クはモの栽判所へ召唤され , 1 

年の禁固と, ：u o b oフランの罰金;を課され，当分休刊の 

やねなきに至った。その第 2 のシリトズは1880年 1 き 

20 日号か 8 月2 5日号に及び，サブ，タイトルを r革 

命的集産主義J とした。 '

パリCD労働階級の発展に特に注目てぃたルクス 

は， r毎適 i ぃ に *'平等』をよ:んだ。 ぃまやゲードと 

マルクスは文通をもつに ;至る」 とゼヴプキをは述べて 

い る だ が , ，その手紙は残されていないようであり ,

ただ 〈力. " ル' . .マルク:ス.，_アルヒムフ〉：に残;

ている手紙がある，それは1934年,ドイク社会民主党 

めアル t ,ープ全部と共に, ■ リ1C蓮ぱれたものポ、ある。

この手紙は, ゲ ー ドと, rフランス革命J 紙で協力し 

ているコ .ミCV-：ヌの旧同志め間の車L操を物語でいる。 

かれらは8 年 前 の コ ミ ュ の の ち ，' パ } )の ズ 1/̂タ 

リアの中fc生まれた革命的社会主參への発展を,ベトサ 

に理解することがで•きないでいる。ゲ ドは, マ；:ク 

スに, フチンスのプP レタリナをプルジ3 ア急進主義 

—— つランス舉众の子孫たる一からひきはyi：す必喪 

を力説していを、さらはマルクX の女婿ロンゲの「社 

会主義綱領J を批判し,ロンゲをプル— ドン主義者で 

あるとラルクス.に訴ネている。 こゐ手紙には日付がな 

V、が, ネッ''ケル病院のしるしかj p , かれがそこにいた: 

1879年 4 月か 5 月のものである£ とがおかる。それは， 

バリでイソターナれg ナル社会主義大会を想厳しよう 

としたかどで, ' : 1878年10月2 4 日，セー：5?の载判所で6

注（3 ) ゲ一ドが.なぜ.:r集産主義J..，.とV、う言寒を好んで用いたのか< ..とい5 問題について，，ガプ'，、) エル，ド々 ゲイルは一-：■•ゲ 

ド，ラフアルダととも1：こ, . はじチからÎ op O Z 指導者の1 人でをクった一フランスで盛んであったホい共産主義の 

, 言?流派からマルクス主举をぎ別するためでもった/ と述べており, また, ド！y グイルによれぱ编;32主義という言葉 

は, 1871キ頃バ > 一ュン辦をさすたやにすてffc用ぃられて！̂、たが, -1 8 7 6 -7年頃反対にカレクス派がそれを名乘るよう 

になったのだとゼヴブキスは書いている。（74-5 ；̂〉 f ’

( 4 ) 「平等J (L’Egal觸 紙 に つ 、ては Michelle Pけrot のすぐれた'研究論め '、ある。 Le premier journal maxiste fran^ais:
L’jfigaliネ do Jules G u ^ e  (1877-1883), L*Actuality de rhistoire, Nuniero 28. Juillet-Aofit-Septeinbre, 1959;'
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f フランスにおけるマルタス主義の導入J をめぐるゼヴゲエスとドマンジュH

も月の判決をうけたのちのことでおった6 

V ず一ドは出獄，退院後，実際にこの運動をはじめ，

いf cる所セ傻会を開いた。，最初， トロワイ，ヴィエン 

ヌ，いべ1>ズ，そしてニームで。かれのよびかけ'セ，社 

全Mま研究会と名のる最初の社会主義のグループと養 

貫会が結成され，のちの'^ルセ- A大会;"C重要な役割, 

を東ザこ-とになる。このゲ~ "ドり努力はI878年以後热 

采をあらわし.た。 リ ョ シ 第 2 回労働者大全（18?8年 

1 月28日一2 月8 日) では少数派だゥためが，やがて 

ぺ不減のマル‘セ*"•.ユ大会レで'は多数派'となる。 それは 

1870年以来め3 回目の全国労働者大会であった。第 1 

i l はノVリ，第 2 回はリぶンゼ開;̂ 、れたとの大会は，い 

ずれも糖健なもので, もっi も保守的な新聞の賞譚を 

もうけたが, 今度ほちがった:もめとなり，「社会主義 

労働者大会J と銘うつこととなゥナこ9 その目的は「キ 

地，地下資f e , 労働用具, 原料の共有J ’とっ た 。

っ*ル^̂：ー *̂>大会ほ, ー切のプルジ3 ア政党からのプ， 

P レタリアの許定的狹別を宣W し，さいごにいやがて 

P O F - — ランス労働者党—— たるベき階級政党め結 

成を決定した。 そI の結果 , 「綱領J -一一最低！良の綱領 

— の梭討力，〜<じ要となった。そしてそれは事実上】ゲ 

一ド，マルクス; およびゴ•ツゲルス> iよって起草され 

た(^:で^^る。そのいきさゥは汰のようなものであった。

綱領のあらすじぢつくり上げたオと， ロンドシに住 

みついズいるマルクス© 女婿ポ" ル ，ラプァルグと少 

し前から文通していたゲ* - ドは彼に•マルクスとの面会 

を依頼した<i：思われる。ゲードは, プノワ，マロンと 

その周辺の友人と相談してからラププルグと会ぅた。 

ラファルグは, ：：5vレクスとの面会に反対しなかっただ 

けでなく， 海狭を渡るようにすすめ，マルクスやホン 

ゲルスが彼と会うことを喜ぶだろうと述べた。ゲ"ド 

が1 8 8 0 ^ ^ 5月にロシドンへ渡っナこのはこめようにして 

である- . とうしてマルク; エンゲルス，ラフ，ルグ 

そしてゲ- • ドが綱領をつくることになった。.々ルクス 

は1880年11月 5 日付のゾルゲ宛のギ觀tじ書いている。 

r ゲドドは， 今摩の適举12；そなとて, 私たちと,労働 

者めための選拳むけ綱領をつくり上げるべく ロシドン 

へやりてきた」 (p. 100, m

チソゲルスによると,その前文はもっぱらマルクス 

め手によるものやあり，その他は議の上,.修正を断 

念したもので， もっぱらブランス人が貴任を負うベき

ものとしている。 シケ*ルスはとこで最低賃金の要求 

と，相続rき止の項を指後し，マルクスがこれを余り科 

学的でない, としたのに対し，ゲドが残しておくこ 

とを固執しだ，とぃってぃる。

1880年 7 月1 8日，中如蓮合の地域大会でこの綱領は 

1 0 0对 9 で港認され， こ:の大会ぼさらに戦闘的な;文 

をも併せて決譲した。

部地区大全は， もし革命が労働者階級の唯-の 

解放手段であるならぱ，この革命は組機された労圓I階 

級とともに，そしてそれによってのみ可能であること 

を考慮し， ’

との組織の第-"*步は，必然的に労働者階級のプル 

レア政族:からの分磁であり，との分離は，政治的に諾 

階級の混合をつくり出した同じ投票用紙の助けを借り, 

選拳の領分やこそ果されねぱならないことを考慮し， 

さいごに，单命の最悪の敵は,ヤまかせにしゃべり 

ながらi 革命を可能にするようなどんな手段をもとる 

ととを拒!^する速中であもことを者慮して,つぎのよ 

5 に宣言する。 ■ ' 、 .

われわれは, 選拳綱領を採択する , … J (p. 

102) ,

革■命と, 労働者の組激化,そのプルジa ア政党から 

の独立の宣言。われわれは，すでにゲード主義が陥っ 

ていくいくつかの欠点をそこに予感しつつも， フラン 

' ス労働階級の高らかな政治的自立の宣言を見出すこ-と 

ができる。

4 力月ののち（11；§ユ6 日一22日) , 協同組合主義者や ' 

稳 の 激 し ぃ 皮 对 も か 力 、わらず,ア一ヴルの全国 

大会は, . ' マルセ一仏の集産主義的決議を確 ! ^ した。. 

「かくしてそ’れ以米，フランス社会主義の現在の綱領 

に導X されたものは純粋の*^ルクス主義である。 a 句こ 

後み1884年 3 月2 9 白から4 月 7 日に,ル一ぺで開かれ 

た P O F の第7 回全国大会は，党とその行動のマルク 

ス主義的性格をさらにはっきりさせ,正確にする決議 

をいくつか採択した。J (p. 102)

こ< でゼヴマェ;^が引ぃてぃるキの決議文は, .現在, 

我々がよむとかなり客ま主義的であり, 政治権力;ifeffiJ 

: の性格をもち,したがってのちにザンディ力リズムを 

生み出さざるをえなぃような議会3 £義がジ航向を‘すでに 

も て は い る が (ゼヴアェスはゲードまらしく , それを<純 

粋の>:.Wルクス'主義とよんでいる〉， ’，それが,，いぜんフラ，

注（5 ) マルクスは1 8 8 0 5  H# ；ゾノ ゲへめ手紙でこの摘敏き多くめ窗ホをつけ•ながらも,結局のきとろ評価してい 

, るとい;i よう，けランス労働者を空語の山から現実の大地ゥ降りてこさせるのは大きな一ホでもったムClaude Wil­
lard： Les Guesdi^tes,le movement socialiste eti France (1893-1905); Paris, 1965, p . 18, 6it^.
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「S 由学会雑誌J 6 8 #  5 号 (1975年5 月）

ンス労働者サルクス主まへの発辰を示しでいること 

は疑いえ)^い。 ’

こうしてゼヴプキスみこめ章で結論すを。 「フ ラ ソ 

ス労働階級の考える人々にマルクス社舍主義の基本的 

諸前提を浸透させるめにもゥとも責献したはジュー 

ル ，ゲ~ドである J と、（わ. 109〉ゼヴァホスはゲ-•ド

と並んで, 1 8 8 2年にクランスに帰り，「レガリチJ 紙 

の 第 2 シリ•-ズに規則：i Eしく協力L たのも， 同年サ 

ソキキュンヌとロアンの社会主義大舍に参加すると 

ととなゥた, ポ ー ル ， ラプァルグの名^ あげている。

〔未如

' (経済学部教授>

m
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